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人件費の状況人件費の状況
市職員などの給与を公表
　平成24年4月1日現在の市の
三役、市議会議員、市職員の
給料・手当などを公表します。

人件費の決算状況

職員給与費の状況

職員手当の状況 国と比較した平均給料月額

国と比較した初任給

部門別職員数の状況

職員の経験年数・学歴別平均給料

特別職等の報酬

等級別職員数の状況

（23年度決算・普通会計）

（24年度予算・普通会計）

（24年度） （24.4.1現在）

（24.4.1現在）

（各年の4.1現在）

（一般行政職） （24.4.1現在）

（24.4.1現在）

（24.4.1現在）
職員数 314人

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 22年度
千円 千円

12,620,495 2,422,796 19.2％ 18.5％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬等を含みます

職員数（A）
給　　　与　　　費 １人あたりの

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
千円 千円 千円 千円 千円

287 人 1,060,930 155,380 379,154 1,595,464 5,559

区　　　分 主　な　内　容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

６月期
12月期
　計

　 期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 （国の最高　59.28月分）
1人あたりの平均支給額26,142千円（23年度）

特殊勤務手当

徴収事務従事手当
動物の死体及び汚物処理従事手当
消防署勤務手当
用地交渉従事手当
感染症防疫作業に従事する職員

扶 養 手 当
配偶者13,000 円配偶者以外6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳ま
での子1人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家23,000円までの場合12,000円を引
いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合 55,000円まで
自家用車の場合 2,000円～ 24,500円

時 間 外
勤 務 手 当

支給総額　　　　80,605千円（23年度）
1人あたりの年額　  281千円

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
勝山市 309,499円 41年8月 303,801円 52年4月
国 304,944円 42年8月 270,465円 49年7月

※国は「給与改定・臨時特例法」に基づく給与減額措置（▲５～10％）後の額です

区　分 高校卒初任給 高校卒2年目 大学卒初任給 大学卒2年目
勝山市 140,100円 144,500円 161,600円 172,200円
国 140,100円 144,500円 172,200円 178,800円

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

一　
　
　
　

般

議 会 5 5 4 △1
総 務 54 53 53 △1 △1
税 務 16 15 14 △1 △1
農 水 17 17 16 △1 △1
商 工 11 12 12 1
土 木 24 26 27 1 2 1
小 計 127 128 126 △1 1 △2

福　

祉

民 生 37 37 37 △2
衛 生 15 16 16 △1 1
小 計 52 53 53 △3 1

一般行政計 179 181 179 △4 2 △2
特
別
行
政

教 育 75 73 72 △2 △1
消 防 36 36 37 △1 1
小 計 111 109 109 △1 △2

公
営
企
業
等

水 道 5 4 4 △1 △1
下水道 7 6 6 △1 △1
その他 17 17 17 1
小 計 29 27 27 △1 △2

総　合　計 319 317 315 △6 △2 △2
泫　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者を含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育長を含む）

区　分 7年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

高校卒 202,100円 284,600円
大学卒 226,172円 258,007円 300,660円

市 長 850,000 円 議 長 440,000 円
副 市 長 710,000 円 副 議 長 370,000 円
教 育 長 530,000 円 議 員 350,000 円
期末手当　6月期　1.40月分　　12月期　1.55月分

区分 主な補職内容 職員数 構成比

1級 主 事
技 師 14 4.5％

2級 主 事
技 師 56 17.8％

3級 主 査 83 26.4％

4級 主 任 50 15.9％

区分 主な補職内容 職員数 構成比

5級 主 幹 41 13.1％

6級 課 長 19 6.0％

7級 部 長 10 3.2％

技能労務
職　員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

41 13.1％
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今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
開
業

医
の
立
場
か
ら
在
宅
医
療
に
つ
い
て
ご

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

クリニカ・デ・ふかや
深谷　憲一 院長

　

当
院
は
、
在
宅
療
養
患
者
の
24
時
間
往
診

が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
て
い
る
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
の
指
定
を
受
け
て
い
て
、
市
内

の
同
指
定
２
医
療
機
関
と
連
携
体
制
を
と
り

な
が
ら
、
在
宅
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
が
出
張
な
ど
で
い
な
い
と
き
で
も
、

容
体
が
急
変
し
た
と
き
な
ど
に
他
の
先
生
が

代
わ
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
患

者
や
家
族
に
と
っ
て
安
心
し
て
在
宅
生
活
を

送
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
が
必
要
な
と
き
は
福
井
社
会

保
険
病
院
を
中
心
に
市
内
の
医
療
機
関
に
入

院
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
病
院
を
紹
介
す
る
際
は
、
専

門
性
の
高
い
病
院
、
ま
た
は
患
者
の
生
活
環

境
を
考
慮
し
ま
す
。
退
院
し
て
在
宅
に
戻
る

と
き
に
は
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
外

来
診
療
や
往
診
を
し
て
い
ま
す
。

■
在
宅
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

　

以
前
、
在
宅
医
療
に
力
を
入
れ
た
時
期
に

は
月
50
件
の
往
診
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
往
診
は
時
間
が
か
か
り
、
外
来
診
療
と

の
両
立
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は

月
20
件
往
診
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
の
よ
う

な
往
診
は
体
力
的
に
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

開
業
し
て
い
る
内
科
医
の
中
で
は
私
が
一
番

若
い
の
で
、
勝
山
市
に
機
動
力
を
も
つ
若
い

医
師
が
来
て
ほ
し
い
で
す
が
、
な
か
な
か
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

在
宅
医
療
だ
け
で
は
在
宅
生
活
を
支
え
ら

れ
な
い
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る
中
で
、
在
宅
医
療
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

■
年
を
と
っ
て
も
元
気
で
い
よ
う

　

私
が
特
に
言
い
た
い
の
は
、「
症
状
が
出

て
い
な
く
て
も
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
、10
〜
20
年
後
の
大
き
な
病
気
を
防
げ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
症
状
が
出
た
ら
病
気
は

相
当
進
ん
で
い
ま
す
。
予
防
が
大
切
で
あ
り

健
診
を
受
け
る
重
要
性
を
皆
さ
ん
が
認
識
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　

自
分
の
健
康
を
守
り
元
気
で
い
る
こ
と

は
、
年
を
と
っ
て
も
勝
山
市
を
支
え
る
原
動

力
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
病
院

に
通
え
な
い
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
し
、

今
後
も
要
介
護
状
態
の
高
齢
者
が
増
え
て
い

き
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
こ
と
が
勝
山
市
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

第３回

松田ふれあい松田ふれあい
　　会館が完成　　会館が完成

第10分団車が第10分団車が
新しくなりました新しくなりました

　荒土町松田区にコミュニティセンター「松
田ふれあい会館」が完成し、12月23日（日・
祝）に完成記念式典が行われました。
　松田区では、築100年以上にもなる道場を
会館として利用していましたが、このたび
（財）自治総合センターが実施する宝くじ社
会貢献広報事業の助成を受けて、全館を新
築しました。

　12月18日（火）、勝山市消防団第10分団（鹿
谷地区）の消防団車を更新しました。車両に
は、小型動力ポンプの積み降ろし作業を軽減
させる機械式昇降装置が搭載されています。
　なお、同分団ポンプ庫も新しくなりました。

山岸市長に説明する松村区長

写真上：新車両
写真右： 小型ポンプ
　　　　昇降装置


